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平城宮跡発掘調査部

1 9 8 1 年度，平城宮跡発掘調査部では，大極殿後殿・若犬養門を始めとして，内裏北方宮衝，

朱雀門東方の南面大垣，第１次朝堂院東南隅など1 3 件，京域において，左京三条四坊三坪など

3 8 件，合わせて5 1 件に及ぶ調査を実施した。以下，主要な調査の概要を報告する。

１．平城宮跡の調査

内裏北方官衝地域( 第1 2 9 次）の調査調査区は水上池の南縁，平城宮北面大垣のすぐ南に位

置する。地形的には北から南にのびる丘陵の東縁にあたり，東側は水上池につながる大きな谷

地形になっている。検出した主な遺構は掘立柱建物1 6 棟，塀２条，溝1 1 条，井戸１基，焼土城

５基，土職９基などである。これらの遺構は重複関係や配瞳からＡ～Ｅの５期に区分できる。

Ａ期平城宮造営以前の時期。調査区北東部に溝ＳＤ９７６６．９７７５と，４基の土城ＳＫ9 7 2 6 .

9 7 3 5 . 9 7 3 8 . 9 7 4 2 があるが，まとまりに欠ける。

Ｂ期南北大瀧ＳＤ２７００Ａと２条の東西溝ＳＤ9 7 9 7 . 9 8 1 5 を設けた時期で，平城宮造営当初

から天平前半頃までの間と考えられる。ＳＤ２７００Ａは，1 9 3 0 年代の奈良県技師岸熊吉の調査及

び第２1 次調査で確認された玉石積の東大瀧ＳＤ２７００の北端部にあたる。幅約２．０ｍ，深さ０．５
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ｍの素掘りの南北瀧で，北端で西に折れ，幅も０．３ｍ

と細くなる。ＳＤ９７９７はi 陥約１．１ｍ，深さ０．２ｍ，ＳＤ

ＲJ 二’ 9815は幅L2m以上, 深さ02mの素掘りの東西職。

両瀧の間陥は約３．５ｍあり，この間が道路であった可

能性がある。５基の焼土脳ＳＸ９７８５．９８５５．９８６０．

９８７０．９８７５は平而隅丸長方形で，辿存状態の良いＳＸ

９８７５の脱‘ 模は長さ１．０，，幅０．５ｍ，深さ０．５ｍであ

る。側雌と底面が赤く焼け，底に炭・灰が堆積してい

る。川途は不明である。焼土城から出た炭や灰を投棄

[ l j :型｜したと考えられるのが, SK976L97650780葱どの

土城である。調査地北端にわずかに残る祇土の痕跡

ＳＸ９８８１は北面大垣内側の犬走りと考えられる。

Ｃ期ＳＤ２７００Ａを束につけ替えて，緩やかに湾曲

する南北瀧ＳＤ２７００Ｂを設け，その束に掘立柱塀ＳＡ

9 7 2 0 , Ｗに４棟の掘立柱建物ＳＢ９７３０．９７７０．９８１０．
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9 9 0 0 Ａを配した時期である。ＳＤ２７００Ｂ出土の木簡か

ら天平1 2 年頃に始まり，次のＤ期直前まで統く時期と

考えられる。４棟の建物はＳＡ９７２０とＳＤ９９１０を東

西辺とし，ＳＤ９９１１を北辺とする東西1 8 0尺，南北1 9 8

尺以上の方形の区伽の中に，９尺を単位とする方眼地

割りに従って整然と配侭されている。ＳＢ９７３０は南北

に廟がつく５× 4 間の東西棟で，床束の痕跡から身舎は

床張りであったことがわかる。柱間は身舎の桁行と梁
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Ｄ期Ｃ期の建物４棟をほぼ同位置で建て替え，新たに４棟の小規模な建物ＳＢ9 7 1 5 . 9 7 1 7 .

9 7 6 0 . 9 8 3 0と，井戸ＳＥ９７４５を設けた時期。建物の柱穴及び柱抜取穴から出土した土器によっ

て，天平宝字年間から奈良末までの時期と推定できる。ＳＢ９７４０は南北に順がつく５×４間の

東西棟で，束妻と身舎南側柱筋はＣ期のＳＢ９７３０に一致する。ＳＢ９７９０は南廟がつく５×３間

の東西棟で，同じく身舎南側柱筋はＣ期のＳＢ９７７０に一致する。南側柱列の南１．３ｍに幅0 . 2

ｍ，深さ０．１ｍの雨落溝ＳＤ９７７５を伴う。ＳＢ９７６０は３×３間の東西棟で，西１間を仕切る。

北側柱筋はＳＢ９７９０の身舎南側柱筋に一致する。ＳＢ９９００ＢはＣ期のＳＢ９９００Ａを同位置で建

て替えて，西に順をつけたものである。１０×３問の南北棟で，身舎の南２間分を仕切って床張

りとする。ＳＢ９８３０は５×２間の東西棟で，西２間分に北廟がつく。ＳＤ２７００Ｂの東側にはＳＢ

9 7 1 5 . 9 7 1 7がある。ＳＢ９７１５は３×２間の東西棟。ＳＢ９７１７は小規模な南北棟と考えられる。

ＳＥ９７４５はＳＢ９７４０の北に接してある方形の井戸で，ＳＢ９７４７はその井戸屋形である。井戸

内には，幅２７ｃｍ, 厚さ５ｃｍの板材を井龍組にした，一辺１．３ｍの井戸枠が８段残っていた。

Ｅ期平安初期。平城宮の造営方位と異なる３棟の小規模な建物ＳＢ９７５０．９８２０．９８４０と，

斜行溝ＳＤ９８５０がある。この他に，３条の掘立柱塀ＳＡ９７２５．９７３３．９７５７もこの時期に属す

る可能性があるｏＳＤ２７００Ｂ, ＳＥ９７４５はこの時期にも存続する。

遺物遺物は主として南北大瀧ＳＤ２７００Ｂから出土した。木簡は計1 7 1点で，天平1 2～1 9年

の紀年木簡を含む。他に，天平1 8 年の年紀と「少属川原蔵人凡」・「舎人安曇万呂」の人名及び

美濃国の郡郷名を記した大型の須恵器蓋がある｡軒瓦は1 1 7点あり，第Ⅱ期の62 2 5 - 6 6 6 3型式

と，第11 1期の6 2 8 2 - 6 7 2 1型式の組合せが主体を占める。

まとめこの地区の官筒の性格については，ＳＤ２７００Ｂ出土の木簡と墨書土器が手掛りとな

る。すなわち，木簡では，天平８年から同1 7 年まで内侍司典侍であった「大宅内命婦」の名を

記した断簡や，天平1 8 年の年紀をもつ女嬬の歴名を記したものなどの女官に関するもの，ある

いは「四味浬仲丸｣ ，「独活｣ ，「七気丸」などの薬物関係のものが多数あり，また，墨書土器に

は，天平18年の年紀と，正倉院文書( 『大日本古文書』9 - 1 3 9 ) にみえる皇后宮職の少属「川原蔵人

凡」の名を記した須恵器蓋がある。これらの女官や薬物関係の木簡と墨書土着は，この地区の

官筒の性格を考える上に有力な資料となるものであろう。

南面大垣( 第1 3 0 次) の調査この調査は朱雀門東側の南面大垣の復原整備に先立って，遺構

の残存状況の確認，大垣に関する資料の集積，朱雀門近傍の条坊遺構の確認を目的として実施

したものである。調査は，南面大垣の検出を目的とする北地区と，条坊遺構の検出を目的とす

る南地区の二地区に分けて行なった。調査の結果，南面大垣についての従来の調査成果を再確

認するとともに，大垣が寄柱を用いない形式であること，大垣の南北に施された掘込地業と大

垣版築の際に用いた添柱の穴との前後関係が場所によって異っており，仕事の手順が一様でな

いことなどが判明し，また，大垣南面の整地層と犬走りの状況から，大垣の改修についての手

掛りを得るなど，多くの成果をあげることができた。
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推定第１次朝堂院東南隅( 第1 3 6 次) の調査推定第１次朝堂院地区については，これまでに

第９７．１０２．１１１．１１９次の４次にわたる調査を実施してきており，この地区の東半部における

遺構の変遷と南門の存在が明らかになっている。今回の調査は第１次朝堂院地区東南隅の様相

を明らかにする目的で実施したものである。検出した主な遺構は，掘立柱建物１棟・塀５条・

溝６条・石組暗渠１などである。これらの遺構は３時期に大別できる。

Ａ期平城宮造営当初の時期。南北溝ＳＤ３７６５，南北塀ＳＡ８４１０，東西塀ＳＡ９１９９がある。

いずれもこれまでの調査で検出している遺構であり，従来の所見と変るところはない。ただ，

ＳＤ３７５６については，調査区の南北両端で検出し，この地区を貫流することがわかった。

Ｂ期ＳＤ３７６５が埋め立てられ，南北塀ＳＡ５５５０と東西塀ＳＡ９２０１によって朝堂院の区画

ができる。ＳＡ５５５０の束約１８ｍの位侭に南北溝ＳＤ３７１５が設けられるｏＳＡ５５５０については，

第1 1 1 次調査の結果, 掘立柱塀Ａ→掘立柱塀Ｂ→築地塀Ｃの３期の変遷が知られているが，今回

は後世の削平のために，最も古い時期のS A5 5 5 0 Aの柱掘形と柱抜取穴とを検出したのみであ

る。柱間寸法は約３ｍ( 1 0尺) である。ＳＡ９２０１は南門にとりつく東西塀である。調査区の西端

から束４個までの柱穴には長さ１．５ｍ, 径約６０ｃｍの柱根が残っていた。根元に礎板を瞬いた

ものがある。調査区西半部では，一旦布掘状の掘形を掘った後，改めて方形の柱掘形を掘って

いるが，東半部は後世の土城で撹乱されて不明である。柱間寸法は約２．７ｍ（９尺) である。第

1 1 9次調査区の所見ではＳＡ９２０１の柱はすべて抜き取られているが，今回の調査区では抜取穴

は認められなかった。なお，ＳＡ５５５０はＳＡ９２０１との交点より南へは延びないので，第１次朝

堂院の東南隅はこの二つの塀によって閉じられていたことになるｏＳＤ３７１５は第１次朝堂院と

第２次朝堂院の間を流れる素掘りの南北溝である。幅２～3ｍ, 深さ約１ｍ。２回の改修を受け，

堆積屑は上・中・下属の３時期に分かれる。これまでの調査では，中・下層から木簡が出土し，

神亀～天平の年記をもつものが含まれていたが，今回は年号のある木簡は出土しなかった。新

溝ＳＤ３７１５ＣはＣ期の灘ＳＤ１０３２５を切っており，奈良時代末以降のものである。ＳＤ９１７１Ａは

南門の脇から東流してＳＤ３７１５に注ぐ東西瀧である。SX10301はＳＤ３７１５に架設された橋で

石組み暗渠_ S x 1 0 3 5 0 ( 東から）

ある。掘立柱の橋脚２本分を検出した。

Ｃ期東限の掘立柱塀S A 5 5 5 0 が築地塀S A

5 5 5 0 Cに改作された時期。ＳＤ３７１５Ｂは存続し

ている。後世の削平のため，築地塀ＳＡ５５５０Ｃ

の痕跡は確認できなかったが，南門脇から東流

するＳＤ９１７１ＢがＳＡ５５５０の下を通り抜ける位

･ 置に，凝灰岩の石組暗渠ＳＸ１０３５０が設けられ

ており，築地への改作が確認できる。石組暗渠

S X 1 0 3 5 0は，長さ９０ｃｍ，幅60ｃｍ，厚さ約２６

ｃｍの凝灰岩の切石を５枚ずつ２列に並べ, 高さ
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約６０ｃｍの側石を３列綴いた上に, 蓋石を乗せたものである。南北溝ＳＤ１０３２５は今回新たに

検出したもので，Ｂ期の東西瀞ＳＤ９１７１を横切った辺りから南東へ斜行してＳＤ３７１５に注ぎこ

む。幅約２．５ｍ，深さ０．８ｍの素掘りの溝で，北端で西に広がり，幅４ｍ程になる。ＳＤ３７１５

との合流部では，ＳＤ１０３２５からの流れ込みが激しかったために，ＳＤ３７１５の東岸がえぐられ

ている。ＳＤ１０３２５の埋土からは，平域宮土器編年1V期．Ｖ期の土器と，瓦編年Ⅱ期．Ⅲ期の

瓦が出土した。調査区東端の掘立柱建物SB10300は桁行５間( １０尺等間) ，梁行２間（７尺等間) の

南北棟建物である。南北i i l I j 妻柱の柱穴はＳＡ８４１０に重復しており，ＳＡ８４１０より新しい。

調査区西端の南北瀧ＳＤ１０４００も今同の調査ではじめて検出した瀧である。第１次大極殿院

のＳＢ７８０２の東斐柱列にほぼ一致する位閥にあるが，遺物も少なく年代・性格は不明である。

遺物瓦が圧倒的に多く，軒瓦は300点を越える。特にＳＤ９１７１の上刷には，第119次調査

の場合と同様に藤原宮式の瓦が一面に埋っていた．完形品も多く，短期間に廃棄されて埋めら

れたものと推測される。木簡はSD3715から若干並出土した。人名を列記したものが多い。

まとめ今回の調査の結果，推定第１次朝堂院の東南隅は束面・南面の二つの塀によって閉

じられ，束を限る塀は南に延びないことが明らかになった。また，第11 1次調査区で検出した

束第二堂が南へどこまで続くのかは未確認であるが，今I I I I の識査によって，少なくとも朝堂院

の南l i I j を入ってすぐ東側の地域にはまったく建物がなく，広場のような状況であったことが明

らかになった。第１６．１７次調査によって，平安宮朝堂院の応天l I l j 相当位慨には' 11] が存在しない

ことが確認されているので，第１次朝堂院の朝堂域，すなわち今回の調査区の南方に朝集殿が

あるとすると，藤原宮の朝集殿と同様に朝堂院の外に独立して建つことになろう。
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右京二条二坊十六坪( 第1 3 7 次) の調査本調査は，奈良市西大寺南町2 2 4 7 番地におけるスイ

ミングスクール建設に伴う事前調査として実施したものである。当該地は平城京右京二条二坊

十六坪の西辺部にあたる。調査面積は約7 5 0 , 2 であり，十六坪の約1 / 2 0 に相当する。

検出した主な遺構は，掘立柱建物2 8 棟，塀５条，溝数条，井戸２基，道路状遺構１，土砿な

どである。掘立柱建物は桁行３間，梁行２間程度の小規模なものが多い。２基の井戸はいずれ

も縦板組で，発掘区東端の井戸S E O5 4 0 から墨書土器２点を含む奈良時代中頃の土器が，発掘

区中央部の井戸S E O6 0 0 からは奈良時代中頃～後半の土器が出土した。発掘区南端で検出した

道路状遺椎SFO529は２条の側溝SDO525・０５３０で区画され，道幅は溝心々 で約３．６ｍ( 12尺）

である。道路状遺構S F O5 2 9 は，十六坪を南北に二分する位置にあり，平城京造営当初から設

置されていることから，十六坪の宅地割りの施設と考えられる。

奈良時代の敷地利用はこの道路S F O5 2 9 が廃絶する奈良時代中頃を境として前後２時期に

大別し，さらに遺構の重複関係や配侭からそれぞれを二分してＡ・Ｂ, ､ ２．Ｃ１．２．，の４期に区

分してその変遷をたどることができる。Ａ期( 奈良時代初頭）には，井戸はなく，南廟付東西棟

S BO5 4 5を中心とする建物群からなる居住区画が形成される。Ｂ期( 奈良時代前半～中頃) には，

井戸S E O5 4 0 が掘られ，それを中心に，付属的施設とみられる小規模な建物群が建てられる。
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Ｃ期( 奈良時代後半) には道路S F O5 2 9 は廃絶し，この時期以降，

少なくとも十六坪の西半は一体として利用されることにな

る。また井戸S E O5 4 0 にかわって西方に新たに井戸S E O6 0 0

が造られる。Ｄ期( 奈良時代末) には，井戸S E O6 0 0 も廃絶し，

遺物も極めて少なくなる。

遺物は井戸・土城・瀧・調査区南半の遺物包含層から多破

に出土したが，とりわけ土器の出土I I i が多く，前記の井戸以

外にも土壌ＳＫＯ６２５から奈良時代前半～｢ | : 1 頃の土器が，土職

S KO66 5，及び道路S F O52 9の両側瀞ＳD０６２５．０５３０から奈良

時代中頃の土器がまとまって出土した。瓦は卿: 丸瓦８点，軒

平瓦８点が出土した。鎌倉時代の軒平瓦１点を除いて，すべ

て奈良時代前半～中頃のもので，平城宮出土瓦と同箔の関係

にある。その他の遺物として，井戸S E O5 4 0から鉄鎌，木製

杓子，るつぼ各１点が出土している。るつぼは砲弾形をして

おり，従来発見されている金属溶解用のものとは形態が異な

る。外面は細い斜格子タタキ日でおおわれ，内面には淡い緑

色のガラス勅と白色紬が一而にかかる。内面の二唾の勅を分

析した結果，多垂の鉛が検出されたことから，恐らく鉛ガラ

スの溶解に使用したものと考えられる。また土砿ＳＫＯ６２５か

ら鶏冠石の破片が出土した。特殊な鉱石であり，薬物として

利用した可能性もある。

今回の調査によって，十六坪の内部を南北に二分する東西

小路の存在を確認するとともに，奈良時代全般にわたり，付

属的施設と推定される小規模な建物群を中心とする敷地利用

の概要を把握することができた。遺物では，鉛ガラス溶解用

と推定されるるつぼの出土が特築される。また井戸S E O5 4 0

出土の「田部口嶋」の人名を記した鎧普土器は，この地区の

居住者を知る一つの手掛りとして重要な資料となるものと考

えられる。

左京三条四坊三坪( 第1 3 8 次) の調査本調査は，平城京左

京三条四坊三坪の南辺部にあたる，奈良市大宮町３丁目2 1 4

番地のマンション建設に伴う覗前調査として実施したもので

ある。検出した主な遺柵は，掘立柱建物６棟，塀４条，土城

2 基，河川１条であるｃ 発掘区の北端部から西半部にかけて
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518Ｆ

副四角【確階

は，中世河川ＳＤ１９１５で削られ，奈良時代の遺

構は残っていなかった。掘立柱建物ＳＢ２１００は

南北に廟をもつ桁行５間以上，梁行４間の東西

棟である。身舎の柱間は桁行，梁行とも1 0 尺等

間で，北廟は1 2 尺，南順は当初1 3 尺で後に1 2 尺

に縮めている。身舎の西から２間目に間仕切が

ある。また，身舎中央部にある東西塀ＳＡ２０９５

はＳＢ２１００の床束になる可能性がある。掘立柱

建物ＳＢ２０９０は，桁行４間，梁行２間分を検出

した。柱間寸法は桁行１０尺等間，梁間８尺であ

る。ＳＢ２１００とＳＢ２０９０とは柱筋が一致してお

り，ＳＢ２１００が正殿，ＳＢ２０９０が前殿的な性格

をもつものと考えられる。ＳＢ２１００を桁行７間

の建物とすると，東西の中心は三坪の東端から

約1 / 3 の位侭にあたる。ＳＢ２１００が広廟をもつ
０ １０ｍ’ 1 . . J －’ 一‐ 一０ｴ ‘ ･ 卜… 、ー､ ' ン’ ー＝Ｕーーーー一宮一’ 一ﾍ ｒＩＨ←ツー

こと，ＳＢ２１００より古い土職ＳＫ２０８７から奈

第1 3 8 次調査遺構図

良時代巾頃の土器が出土したことから，奈良時

代後半の建物群と考えられる。掘立柱塀ＳＡ２０８５は10尺等間，４間以上の南北塀で，ＳＢ２１００

より新しい。掘立柱塀SA2088は8. 5尺等間，２間の南北塀である。I |, 1世阿川ＳＤ１９１５は北東

の七坪でも検出しており，今凹はその下流を確認したことになる。

今回の洲査によって，この地域には，奈良時代後半に柱筋をそろえた大規模な建物群が建て

られていることが判明した。しかし，出土遺物も少なく，建物群の性格については充分な手掛

りを得ることができなかった。なお，調査区南端より南５～１２ｍの位樋に幅１ｍの調査区を

設定して，坪境小路の確認調査を行なったが，小路の側構を検出することはできなかった。

西市第２．３次の調査本調査は，大和郡' 1 1市九条町山本23 7審地他におけるマンション建設

の事前調査として実施したものである。５５年度に第１次調査として建設予定地東半部の試掘調

査を行い，５６年度は第２．３次調査として建設予定地西北部と東南部の発掘調査を行った。調

査地は平城京右京八条二坊十二坪で，西市推定地の西南部にあたる。第’ 次調査の結果につい

ては既に報告しており( 年報1981 ) ，ここでは第２．３次調査の成果をI ' . ' 心に報告する。

今回の調査で検出した奈良時代の遺術は，掘立柱建物７棟，塀５条，井戸４基，瀞２条，土

城などである。この他に，Ｉｉ１世の遺構として，塀’ 条，土釜・瓦質火舎を蔵骨器として納めた

基職数カ所と，粘土採掘跡と推定される不整形の土城多数がある。奈良時代の掘立柱建物は，

Ｆ区で１棟，Ｇ・Ｉ・』区で各２棟ずつ検出した。いずれも桁行３間，梁間２間程度の小規模

な建物であるが，Ｊ区東南隅で’ 検出した建物ＳＢ４０２は柱間２．７ｍ（９尺）で，柱掘形も方0 . 7

－４０－



ｍと比較的規模が大きく，３回の建て替

えが認められた。井戸はＦ区で２基，Ｈ

・Ｉ区で各１基ずつ検出した。Ｆ区南端

の井戸ＳＥ３９３は四隅に支柱を立て，枠

板を落し込む型式のものである。Ｈ区の

井戸ＳＥ３９５は，縦板組の井戸で，井戸枠

に多足机の天板や棚板を転用している。

東南隅のＫ区で検出した東閣瀧ＳＤ４５０

は八条大路北側瀧ＳＤ３８０の北２．８ｍに

あり，十二坪の南を限る築地塀の北雨落

沸の可能性がある。

これらの遺椛は重被関係，出土遺物，

軸線のふれからＡ～Ｃの３時期に区分す

ることができる。また十二坪内の地削り一１
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については，第１次調査で検出した東西

西市辿椛配慨図

塀ＳＡ３８５によって南北に二等分される

ことが判明しているが，建物・井戸などの遺構の配綴から，Ａ・Ｂ２時期にはその南半と北半

がさらに坪の南北長の1 / 4 ないし1 / 8 の単位に区画されていた可能性がある。坪の東西の区画に

ついては，坪の' ･ ' . ' 心部が調査前のｴ ﾂ 『によって掘りかえされ，洲査不能の状態になったことも

あり，手掛りを得られなかった。

調査地一常は巾世以降粘土採掘の場となり，奈良時代の遺構の多くが削り取られたため，辿

物の鐘は少ない。奈良時代の土器は主として４基の井戸から出土した。ＳＥ３９５から平城宮Ⅱ～

Ⅲ，ＳＥ３９３から平城宮Ⅲ，ＳＥ３９４．４０７から平城宮Ⅲ～Ｙ相当の土器が出土している。この

他，ＳＤ４０５から平城宙1 Vの土器が，またＳＥ３９５上側から土馬２点が1 1 1 土した。巾' ' 1 : の土器

には，土師器の小皿・土釜・瓦質の火舎・摺鉢，瓦器椀がある◎ 土釜・火舎・摺鉢はいずれも

蔵借器として、いられたものである。瓦の出土蛾は微並で，軒瓦はＳＥ４０７から重圏文軒丸瓦

6 0 1 2型式１点が出土したのみである。木製' 1 1 , 1 1には，ＳＥ３９５の枠板にi 砿、されていた多足机の

天板と棚板，ＳＥ３９３の枠板抜取り跡から川土した中世の塔婆形木製1 1 , 1 1 1 などがある。

今回の調査によって，四市推定地の西南部を占める十二坪内の奈良時代～｢ ' －１世の遺構・辿物

が明らかになった。奈良時代の適職については３時期にわたる変遷がみられ，また辿構の配置

から坪内を南北に細分する地削りの存在が推定された。しかし，今回の調査は諸々の要閃から

' 一二坪のごく一部の調査にとどまり，四市の確認調査として十分な成果を得たとは言い難い。

今後，西市推定地全体についての範囲の確認と内部構造の解明を目的とした調査を早急に進め

ることが必要であろう。（清出蕃樹・杉山洋）
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